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3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
と
は
、
デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
（
学
位
授
与

の
方
針
）、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ

シ
ー
（
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の

方
針
）、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ

シ
ー
（
入
学
者
受
入
の
方
針
）
の

こ
と
で
す
。
名
古
屋
大
学
の
場
合
、

「
教
育
の
基
本
方
針
」
に
該
当
し
ま

す
。
9
割
以
上
の
大
学
が
策
定
済

み
で
す
が
、
近
年
の
高
大
接
続
論

議
を
背
景
に
、
更
な
る
位
置
づ
け

の
強
化
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
度
中
の
法
令
改
正
で
、

3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
の
一
体
的
策
定

を
義
務
付
け
る
構
想
も
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
3
つ
の
ポ
リ

シ
ー
の
誕
生
経
緯
を
振
り
返
り
つ
つ
、

そ
の
課
題
と
意
義
に
つ
い
て
、
改

め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

始
ま
り
は
「
個
性
・
特
色
の
明
確
化
」�

　
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
政
策
課
題

に
設
定
し
た
の
は
、
平
成
１７
年
の

中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
す
。
同

答
申
は
、
平
成
３２
年
ま
で
の
重
点

施
策
の
一
つ
に
、
3
つ
の
ポ
リ
シ

ー
の
明
確
化
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
は
、
各
大
学
の
「
個
性
・

特
色
の
明
確
化
を
通
じ
た
機
能
別

分
化
」
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
は
、

大
学
教
育
の
標
準
性
を
担
保
し
、

質
を
保
証
す
る
政
策
手
段
と
し
て

機
能
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
平

成
２０
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申�

は
、
3
つ
の
方
針
が
踏
ま
え
る
べ

き
共
通
基
準
と
し
て
「
学
士
力
」

等
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
背
景
に

あ
っ
た
の
は
大
学
の
無
秩
序
な
多

様
化
へ
の
危
機
感
で
し
た
。�

　
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
お
け
る
多

様
性
と
標
準
性
の
調
和
は
、
近
年

の
高
大
接
続
論
議
の
中
で
も
、
引

き
続
い
て
の
課
題
で
す
。
特
に
、

平
成
２７
年
9
月
の
高
大
接
続
シ
ス

テ
ム
改
革
会
議
「
中
間
ま
と
め
」

で
は
、
現
在
の
各
大
学
に
お
け
る

3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
、
文

言
が
抽
象
的
で
あ
る
こ
と
や
、
ポ

リ
シ
ー
相
互
の
関
係
性
が
意
識
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
認
識

を
背
景
に
提
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、

冒
頭
に
も
触
れ
た
法
令
改
正
と
、

そ
の
策
定
・
運
用
上
の
共
通
基
準

と
な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
の
提
示

で
す
。
特
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
で
は
、

外
部
者
か
ら
の
理
解
の
し
や
す
さ
や
、

学
習
成
果
に
焦
点
づ
け
た
ポ
リ
シ

ー
の
一
貫
性
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

質
保
証
・
標
準
化
を
巡
る
国
外
事
情�

　
と
こ
ろ
で
、
米
国
の
大
学
を
参

考
に
し
た
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ

リ
シ
ー
と
は
異
な
り
、
他
の
2
つ

の
ポ
リ
シ
ー
は
他
国
に
直
接
の
モ

デ
ル
を
持
ち
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

学
習
成
果
へ
の
着
目
と
大
学
教
育

の
質
保
証
・
標
準
化
は
、
先
進
諸

国
に
共
通
す
る
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
『
か
わ
ら
ば
ん
』
５１
号

で
も
紹
介
し
た
「
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」

で
は
、
国
を
越
え
た
分
野
別
コ
ン

ピ
テ
ン
ス
の
共
有
と
、
そ
れ
に
伴

う
緩
や
か
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
調

整
が
、
欧
州
各
国
の
大
学
に
お
い

て
進
展
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
大
学
教
育
の
質
保
証
に

関
わ
る
最
近
の
動
向
と
し
て
、�

こ
の
１１
月
、
英
国
で

T
E
F

（T
e
a
c
h
in
g
 
E
x
c
e
lle
n
c
e
 

F
ra
m
e
w
o
rk

）
構
想
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
T
E
F
は
、
大
学
教

育
の
質
に
関
す
る
共
通
水
準
を
設

定
す
る
施
策
で
す
が
、
そ
の
水
準

達
成
の
度
合
い
に
応
じ
て
、
各
機

関
に
お
け
る
授
業
料
の
値
上
げ
を

許
可
し
よ
う
と
す
る
等
、
急
進
的

な
内
容
を
含
み
ま
す
。
T
E
F
に

対
し
て
は
、
英
国
の
大
学
関
係
者

の
間
で
も
賛
否
両
論
で
す
。
教
育

の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と

し
て
歓
迎
す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、

大
学
教
育
の
自
由
を
損
な
う
も
の

と
し
て
批
判
す
る
声
も
あ
り
、
今

後
の
情
勢
が
注
目
さ
れ
ま
す
。�

�

ま
ず
は
「
名
大
生
研
究
」
の
充
実
を�

　
翻
っ
て
日
本
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

策
定
に
つ
い
て
も
、
大
学
の
個
性

の
尊
重
を
求
め
る
声
が
、
国
大
協

や
私
大
連
等
よ
り
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

元
来
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
は
各
大
学

の
特
色
を
明
確
に
す
べ
く
創
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。
私
た
ち
も
ま
た
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
過
度
の
標
準
化

を
強
制
す
る
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
注
視
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。�

　
同
時
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

後
に
は
、
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
と
入

学
者
選
抜
・
学
習
過
程
・
学
習
成

果
を
具
体
的
に
関
連
付
け
、
学
外

に
わ
か
り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
が
、

名
古
屋
大
学
で
も
重
要
な
論
点
と

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ポ
リ
シ

ー
が
示
す
理
念
的
な
学
生
像
と
、

現
実
の
学
生
に
お
け
る
多
様
な
入

学
経
路
・
学
習
過
程
を
、
ど
の
程

度
の
厳
密
さ
で
関
連
付
け
る
か
に

つ
い
て
は
、
慎
重
な
議
論
が
必
要

で
す
。
名
古
屋
大
学
の
学
生
の
実

態
を
理
解
し
た
う
え
で
の
柔
軟
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
進
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う

な
学
生
が
名
古
屋
大
学
に
入
学
し
、

ど
の
よ
う
な
学
習
を
経
て
、
ど
の

よ
う
な
進
路
に
進
ん
で
い
く
の
か
を
、

各
学
部
・
研
究
科
の
文
脈
に
即
し

て
明
ら
か
に
す
る
作
業
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
名
大

生
の
一
連
の
成
長
過
程
を
知
り
抜

こ
う
と
す
る
実
践
を
、
仮
に
「
名

大
生
研
究
」
と
呼
ぶ
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
自
分
た
ち
の
教
育
と
学
生

の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
取
組
と

し
て
、
単
な
る
政
策
対
応
に
止
ま

ら
な
い
価
値
を
持
つ
と
考
え
ま
す
。

　
名
古
屋
大
学
に
は
、「
教
育
の
基

本
方
針
」
や
各
種
の
学
生
調
査
・

教
務
情
報
な
ど
、
教
育
の
特
色
を

考
え
る
た
め
の
基
盤
も
蓄
積
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
、

教
員
・
職
員
・
学
生
の
垣
根
を
こ

え
た
「
名
大
生
研
究
」
の
実
践
に

よ
っ
て
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

そ
の
知
見
を
学
内
で
共
有
し
、
次

い
で
学
外
を
巻
き
込
ん
で
議
論
す

る
過
程
を
通
じ
て
、
名
古
屋
大
学

の
特
色
を
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
機
会
と
し
て
捉
え
る

事
が
、
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
巡
る

議
論
の
意
義
あ
る
受
け
止
め
方
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。�

（
丸
山
和
昭
）�

　
　
　
　
　 

へ
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

Ｅ
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「大学教育改革フォーラム�
in 東海2016」を開催します。�

「
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー
」
再
考
�

法
令
改
正
を
機
に
「
名
大
生
研
究
」
の
充
実
を
�

2016年3月12日（土）、愛知大学名古屋キャンパスにて「大学教育改革フ
ォーラム in 東海2016」を開催します。このフォーラムは、主に東海地域の
大学で教育改革に取り組んでいる教職員が、経験から得られた実践知を交換
する草の根交流会です。今回で11回目を迎えるフォーラムでは、基調講演、
テーマ別の分科会、ポスター発表を予定しています。今回より有志のボラン
ティアによる運営のため、参加費としてお一人2000円を申し受けますが、
多くの教職員のみなさまにご参加いただけますようお願いいたします。�
詳しいプログラムや参加申し込みについては、下記のサイトをご覧ください。�
http://tokai-forum.jp/�
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読んでおきたい�
この1冊�
Great Books on University

中井俊樹編著�
玉川大学出版部　2015年�

（シリーズ大学の教授法3）�

　アクティブラーニングという言葉は、高等教

育分野で近年特によく聞かれるようになった言

葉の 1 つです。しかし、その言葉が指す対象が

広範であるために、教職員の間でも混乱してい

る言葉でもあります。例えば、アクティブラー

ニングを取り入れた授業とは、学生がグループ

で作業や議論を行い、その結果を発表する授業

と思っていないでしょうか。また、そのような

授業は専門基礎科目を担当する自分と、無縁の

授業形態だと思っていないでしょうか。�

　本書は、アクティブラーニングが新しい用語

であるものの、学生に問いかける、小テストを

受けさせる、レポートを書かせる、発表させる

など、多くの授業で取り入れられてきた身近な

学習形態であることに気づかせてくれます。そ

して、少人数授業で取り入れられてきた教育方

法を、講義科目を含むより多くの授業で取り入

れるための、具体的な技法を紹介しています。

例えば本書内で紹介されている「キーワード・

レポート」「ピア・インストラクション」「グル

ープテスト」「間違い探し」などの技法は、名古

屋大学の多くの授業で明日から取り入れられる

でしょう。�

　近年、アクティブラーニングに関する書籍が

多数出版されていますが、その中でも本書は、

最も具体的で体系的にまとめられた良書と言え

ます。　　　　　　　　　　　　　　（中島英博）�

履修系統図�

　履修系統図とは、大学が開講する授業について、科目間や科目区分

間の関係性や履修順序（配当年次）等を示した図表をさします。この

図表には、「カリキュラム・マップ」「コース・ツリー」などが含ま

れます。�

　カリキュラム・マップは、学部等の組織単位で、学生が習得すべき

知識・スキル・諸能力と、開講する授業科目との対応関係を示す表で

す。表の列（横軸）と行（縦軸）の一方に開講科目名を、もう一方に

知識・スキル・諸能力の具体的内容を配置します。知識・スキル・諸

能力は、組織が掲げる学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）の示す

内容となります。各科目を履修することにより習得できる知識・スキ

ル等をチェックし、表中に示された知識・スキル等と合致する場合に

○印をつけます。科目がとくに重視する知識・スキルと合致する場合

には◎印で示します。�

　コース・ツリーとは、カリキュラム・マップで示した表を、図とし

て示したものです。①学部で開講する全科目を目的・内容・レベル等

に応じてグループ化、②それらが配置される学年・学科を示す、③科

目群を履修した後にどの科目群を履修すべきかを示す、④科目群の履

修を通じて習得できる知識・スキル等を示す、という内容です。�

　これらを作成することにより、学生は学修内容の順次性や科目間の

関連性を一目で理解できます。教員は、学部全体で開講する科目間の

関係が把握でき、自分の担当科目がコース全体の中で担う役割を理解・

確認できます。また、組織は、カリキュラムが学位授与方針で掲げる

知識・能力等の形成につながるかどうかをチェックし、より適切なカ

リキュラムを設計できます。�

　学生に習得させる知識・スキル等は、一般に学位授与方針で提示さ

れます。その策定や対外的な公表はほぼすべての大学が行っています

が、大学全体で定める人材養成目的や学位授与の方針等とカリキュラ

ムの整合性を考慮する大学は 2013 年現在約 74％にとどまってい

ます（文科省調べ）。ポリシーと実際の大学教育との整合性の検証・

調整は、大学全体ではまだ課題になっています。　　　　（夏目達也）�

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集�

　
近
年
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政

策
決
定
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
科
学
と
政
策
」
な
い
し
「
政
策
の

た
め
の
科
学
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
2
0
1
5
年
は
科

学
的
助
言
に
関
す
る
国
際
的
な
動
き

が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
1
つ
が
欧
州
委
員
会
（
E
C
）

に
お
け
る
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
ド
バ
イ

ス
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
設
置
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
首
席
科
学
顧
問
体
制
に
換

え
て
、
7
名
の
科
学
者
か
ら
成
る

グ
ル
ー
プ
が
メ
カ
ニ
ズ
ム
全
体
を
監

督
す
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

世
界
各
国
に
お
け
る
科
学
的
助
言
の

あ
り
方
を
調
査
し
た
報
告
書
を
踏
ま

え
た
も
の
で
す
。
科
学
者
と
政
策
立

案
者
の
双
方
が
参
画
す
る
イ
ベ
ン
ト

も
い
く
つ
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
O
E
C
D
）

に
お
い
て
は
、
調
査
報
告
書
『
政
策

立
案
の
た
め
の
科
学
的
助
言
│
専
門

家
団
体
お
よ
び
科
学
者
個
人
の
役
割

と
責
任
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。�

　
E
C
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
様
々

な
科
学
的
助
言
制
度
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が
あ
り
ま
す
。
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
の
よ
う
な
独
立
機
関
、
審
議
会
、

政
府
系
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
な
ど
は
、

詳
細
な
科
学
知
識
を
提
供
し
ま
す
。

ア
カ
デ
ミ
ー
は
長
期
的
視
野
か
ら
事

前
に
自
主
的
に
助
言
す
る
の
に
対
し
、

審
議
会
は
政
府
が
特
定
し
た
事
項
に

対
し
て
助
言
を
行
い
ま
す
。
エ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
は
技
術
や
規
制
に
関
わ
る

助
言
を
担
い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
科
学

顧
問
な
ど
の
個
人
は
、
専
門
家
と
政

策
立
案
者
の
橋
渡
し
を
し
て
、
政
策

過
程
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
に
公
式
・

非
公
式
に
関
わ
り
ま
す
。
内
部
専
門

家
組
織
は
中
間
的
な
性
格
で
、
要
請

に
応
じ
た
知
識
生
産
や
デ
ー
タ
収
集

分
析
を
行
い
、
公
式
・
非
公
式
に
伝

達
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
制
度
も
専
任

事
務
局
の
よ
う
な
適
切
な
事
務
的
技

術
的
支
援
が
必
要
と
さ
れ
、
多
く
の

国
は
い
く
つ
か
の
制
度
を
組
み
合
わ

せ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
E
C
は

2
0
0
2
年
に
助
言
プ
ロ
セ
ス
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
て

お
り
、
科
学
的
助
言
を
利
用
す
る
側

が
「
知
的
消
費
者
」
で
あ
る
こ
と
も

要
求
し
て
い
ま
す
。�

　
O
E
C
D
の
報
告
書
で
は
科
学

的
助
言
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
し
て
、

①
明
快
な
付
託
と
種
々
の
ア
ク
タ
ー

の
役
割
と
責
任
の
定
義
、
②
適
切
な

ア
ク
タ
ー
の
参
画
、
③
健
全
で
偏
見

が
な
く
合
理
的
な
助
言
の
生
産
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
②
に
は
必
要
に
応
じ

て
非
専
門
家
が
、
③
に
は
科
学
の
不

確
実
性
の
査
定
や
政
治
的
圧
力
か
ら

の
保
護
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
ほ
か

に
危
機
対
応
の
仕
組
み
づ
く
り
や
国

際
連
携
も
提
言
し
て
い
ま
す
。
最
も

重
要
な
こ
と
は
、
助
言
の
仕
組
み
の

透
明
性
を
高
め
、
社
会
か
ら
の
信
頼

を
得
る
こ
と
だ
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
同
じ
く
2
0
1
5
年
秋
、
日

本
政
府
初
の
科
学
技
術
顧
問
が
外
務

省
に
誕
生
し
ま
し
た
。
大
学
教
員
は

科
学
的
助
言
に
関
わ
る
主
要
ア
ク
タ

ー
で
す
。
大
学
と
し
て
は
、
今
後
の

日
本
の
動
き
も
要
注
目
で
す
。�

（
齋
藤
芳
子
）�

『アクティブラーニング』�

Course system diagram

科
学
と
政
策�

〜
科
学
的
助
言
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
〜�

(インド マハラジャ  クリシュナクマリシン  バーヴナガル大学）�


